
絣日6年度社会福祉法人明光会事業計画書

【経営方針】

『法人事業方針』

1.既存施設の安定化と新規事業の確実な成功に向けた運携

2,法人の未来に向けた組織体制の構築と醸成

レキシア鷹匠が明光会創立 60周年記念事業の集大成として、令和 5年 6月 1日に開所した。開所してから現在ま
で、地域の活動にも積極的に参加し、周知活動を行つている。全部門の開始に至つていないため、計画に沿つて事業を展

開していきたい。務 U用者を始め、稼 族、関係機関及び職員の希望の光となるべく事業を推進してきている。レキシアと

は明光会の歴史を語る場所という意味の合成語である。当会瀞 岡県で始めての児者一貫教育施設を倉」り、始動した

ことから当会の歴史は静岡県の障害児者施設の歴史であると評価を頂いている。これからの福祉のあり方は、障害のある

なしを問わず、社会のすべての人々がそれぞれの多様
!性を認め合い、自然に交わる社会を構築していかなければならな

い。すなわちノーマライゼーションをいかに具現化していくかが問題となる。

明光会は、新たな拠点づくりを次々と進めて来た。60周年を期して、葵区は大岩本町、駿河区はみずほ1丁目、清水
区は江尻台町など、いずれも利便性の良い中心地に進出出来た。静岡市の中心地瞳

「

で大勢の市民や人々の行き交

う場所を選定し、これまでの明光会が暗つてきた様々なサービスをたくさんのご利用者様、明光会のすべての関係者の皆

様、また、地域の皆様の場所であ研続けたいと思つている。福祉サービスを展開していき、地域を巻き込んだ新たなサービス

の倉J出をしていきたい。

人が成長するためには、慣れ親しんだ環境に身を置き、心地いい場所であつたら、現状以上の成長は望めない。明光会は

創立当初からEttu用者、職員が共に成長し高めあう共感1性を重視している。新たなことを創造し、チャレンジしていく。そこ

には失敗や成功の体験が常に存在する。その体験が職員の成長に繋がる。新しい拠点を作つていく事は、職員にとつて成

長の場所を拡張していくことである。キャリアパス計画やメンター制の導入、対話をしながら、成長を促していきたい。

ライフワークパランスを考え、超過勤務削減に全職員で取り組んで行きたい。

○法人全体の組織体制を再構築する。

レキシア鷹匠を含む法人全体の組織を改変した。施設間で1青華風をスピーディに4伝達、即行動できるようにICTを活用、1青

華限共有も速やかにイ子えるようにした。今後は、各吉FF日の組織体市」の充実を図つていきたい。

○魅力発信に注力し、福祉人財の獲得、新しい仲間を受け入れていく。

福祉の仕事の魅力発信を強化し、ホ司ψ学ジ、SNSの活用を進めていく。

電子決裁、動怠システムなどの生産性の向上に向けた取り組みをし、導入、運用までできている。今後はさらに活用を深

め生産性を向上していきたいと思う。また、それにより職員が寄 」用者と向き合う時間を確保でき、窃 u用者の意見のくみ

上げやご要望の実現につなげていきたい。

理事長 寺田千尋

3.ここで働き続けたい、社会福祉に携わっていきたいと思える職場づくり



法人本部

☆法人事業計画から特に大切 :こしたいこと

項 目 計 画 具体策

フ ② 広域的な新規学卒採用の実施 ・SNS酉己信活動・メンターを付けてフォロー体需」づくり。

4 ⑤ あらゆる場面で法人の顔となることに対する意識の向上 。接客・電話対応をスムーズに行う。

5 ④
請求要件、加算算定要件の明確化とチェックする力量の向

上

・請求担当とサビ管が加算を取れる周知と勉強会を行

つ。

☆法人本部としての運営方針

・接遇対応力の向上

・ご杯」用者、稼 族、関係者に対し、丁寧な対応がで

きるように質の向上を行う。

・数値化の意識向上

。すべての分析を数値化できるように体市」づくりをイ子う。

情報の発信

・進行している事業等の情報発信を行い、参加してい

る意識を高める。



健康づくり推進センター

★法人事業計画から特に大切にしたし1こと

項 目 計 画 具体策

1 ① 全部署適正人員配置に向けた広報・採用活動の実

施

・八日―ワーク、看護協会、他ネットヘの求人依頼、掲

載 (事務局)

・I・准看護師の募集

③ 多様な働き方ニーズヘの対応 ・短時間パート採用での求人

④ 超過勤務削減、休暇取得促進によるワークライフパラ

ンスの確保

・動務時間後は緊急対応以外の問い合わせや体調

確認は翌日の勤務時間内に対応する「

3 ③ 中央購買による経費削減と補助金活用による物品

の補充

・注文する物品の内容表示の工夫を事務局で実施して頂くこ

とで注文の間違いを抑える (写真添付・ケベてのものにおして

1単位イ可個かなどの表言酌
。3号館の在庫処理と処分を行う

4 ① インテークによるニー刈巴握と職員間での共有 インテーク時の利用者情報の中に健康づくりとして必要な内

容 (医務ミーティング時提示済み)を聞き取り了共有を強化

する。それによって入所後の通院、ケアの検討を行い、各利用

者に適した医療が受けられるように各部署と共有する。

5 ① 法人研修、法人外研修への参加 ・変化する疾病、医療に対応するため施設外研修に参加し、

部署内で共有する。通院支援や緊急時対応な飩 予定が立

てずらいこともある為、他部署にも協力を依頼し研修が受ける

ことが出来るよう調整する。

② 知っておくぺき関連法規の洗い出しと学ぶ機会の確保 ・施設移行、後見人と保佐人、障害区分などの制

度、法規について言羊しく家日らないまま対応しているため

学ぶ機会を持ちたい。

フ ① 新型コロナやその他感染症を恐れない体制の継続 ・体調不良時 (発熱、嘔吐、下痢、頭痛なDやコロナ抗原
検査陰性の場合体調の聞き取りを行い総合的に判断し出勤

を控える期間を職員所属部署の上長と本目談し決めてしく。

・感染症の予防、発生時の対応の指示 (Dッ同託医へ報告、指

④ 防災備蓄品、発電機等の定期点検の実施 ・防災訓練実施後に医務緊急持ち出し品の検討・整備を実

施する

・災害時や感染症発生時に3号館がすぐIE利用できるように整

理、拳備しておく。

★事業所としての運営方針

1 感染対策

インフ)レエン状 ]ロナワクチン (オミクロン株対応)の全員接種推奨と確認 施設外でワクチン接種を行う職員、利用者の接種状況の確認と推奨

短期施設利用者、帰宅者の抗原検査の徹底 (持ち込まない)

職員の体調不良時の対応、抗原検査についての理解、発生時の拡大防止対策など感染症に対する考え方、対応方法の周知徹底

]ロナや他の感染症につして、BCM丁安全衛生委員会にて注意事項の周知

]ロナ発生時の入所利用者支援についてのマニュ刀レ作成 3毎回同じ対応がとれるようにし、現場が酌 なしヽようにする ゴミ出しポータカレトイレの排泄

物の処理方法なD
2 各種健診、予防機種の実施と事後フォローの徹底

職員健診後の受診確認の徹底 (経過の確認)

利用者の健診後のフォロー (歯科検診については歯科衛生士対応)

3 新規利用者の医療情報の共有

相談で聞き取りした情報を入所前に医務に提供して頂き、入所後の方針を事前に検討しておく

4 既存マニユアルの見直しと作成

薬セット・各種健診 ・通院 ・溝口病院往診、健診



調理

☆法人事業計画から特に大切 :こしたいこと

項 目 計 画 具体策

1 ① 多様な働き方ニーズヘの対応
朝・夕・盛付時など人員が必要な時間帯の短

時間雇用を進める

⑤ 悩みを打ち明けられる関係性と風通しの良い職場の創設

メンター制度の継続、業務報告の時間の確保、

部会にて確認・要望事項の共有を行う (月に一

度 )

2 ④ 実態に貝」したマニユアル等の精査、改定および漫透化

①事務業務についてのマニュ刀レ整備、可能な部分は電子化

を進める

②調理業務については疑間点・改善点があれば共有ノート、

朝礼、部会等で議題にあ賦 随時情報共有する

3 ① 拠点区分ごとの予実管理の徹底と分析力の向上
① l力月献立予算表と会計報告(10日 毎)の作成

。

確認

②食材の価格高騰に伴い、既製品との比較を行う

4 ③
就労系サービスの工賃確保と通所・入所系サービスの質の

向上

①リクエストメニュー、郷土料理などの提供を継続する

②検食日誌などで鶉 見いただいた場合 (よ部会にて共有、

改善策の検討をする

フ ① 新型コロナウイルスやその他感染症を恐れない体制の継続
調理合、カウンター、高頻度接触面などの消

毒を徹底する

☆事業所としての運営方針

栄養ケアマネジメントを充実させる
・個別支援会議の資料から:努」用者の最近の様子を把握する。

・通院の記録、血圧測定の数値などを確認しながら、現場職員や看護師から1青報をいただく。

・体重の増減や検査値の推移を考慮し、医務ミーティングにて食事内容を検討する。

安心、安全な手作り給食を継続する
・チームの環境、職員の勤務を安定させ、調理員を確保する。

・安全に提供力司 能な手作りの給食献立を作成する。

・部会にて献立内容の確認を行い、様々な視点からパリエーション豊富な献立を作成する。

・作業環境の整備や調理時の温度管理などを徹底し、異物混入や食中毒を防止する。

栄養価の改善に努める

・毎月の栄養分析結果より、不足している栄養素の強化を行う。

・不足しがちな芋類・卵類・豆類の提供量を増やす。

給食材料費の目標予算額を達成する。

。毎月の日標額を設定し、年間で達成できるよう献立を作成する。



安倍学園

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項目 計 画 具体策

4 ③ 入所系サービスの質の向上

①利用者に不安を与えない、親切丁寧な支援をする。

②環境整備を通じて、利用者の生活環境を1央適で安全に整え

る。

2 ④ 実態に則したマニユアル等の精査、改定および浸透化

①業務別のマニュ刀レを整備し、業務の質を平準化させる。

②業務チェック表に基づいた業務を行い、修正がある場合には、毎

月研修会にて更新をする。

1 ⑤ 1悩みを打ち明けられる関係性と風通しの良い職場の創設

①伝えるから伝わるに意識変換をし、コミュニケーションエラーを防

ぐ。

②お互いの立場を理解する。

★事業所としての運営方針  ②

入学、進級、卒業等の移行支援を丁寧に行う。
サービスの質の向上・利用者確保

進路調整会議の計画的な実施と移行支援を計画的に行う。

業務の簡略化と明確化

(在庫管理、環境整備、支援記録システム活用した記録管理、分

析、報告の迅速化

生産性の向上、経費削減

マニユアル・業務フローチヤート・イ士事チェック表の活用
サービスの質の向上・不u用者確保

生産性の向上、経費削減・職員育成



ルーチェ仰陽

★法人事業計画から特に大切IEしたいこと

項 目 計 画 具体策

4 ③ 入所系サービスの質の向上
①利用者に不安を与えない、親切丁寧な支援をする。

②環境整備を通じて、利用者の生活環境を陳適で安全に整える。

2 ④ 実態に貝」したマニュアル等の精査、改定および浸透化
①業務別のマニュアルを整備し、業務の質を平準化させる。

②業務チェック表に基づいた業務を行い、修正がある場合 1こは、毎月研

修会にて更新をする。

1 ⑤ 悩みを打ち明けられる関係
j陛
と,軋通しの良し呵説場の倉」設

①伝えるから伝わるに意識変換をし、コミュニケーションエラーを防ぐ。

②お互いの立場を理解する。

★事業所としての運営方針  ②

利用者の情報を共有し、支援の統一する。 サービスの質の向上・禾u用者確保

業務の簡略化と明確化

(在庫管理、環境整備、支援記録システム活用した記録管理、介析、報告の迅速化
生産性の向上、経費削減

マニュアル・業務フローチャート仕事チェック表の活用
サービスの質の向上・利用者確保

生産性の向上、経費削減・職員育成



フアミィーユさんあい

★法人事業計画から特に大切にしたし1こと

項 目 計 画 具体策

3 ③ 利用待機者の確保 ①空き情報の公開

②見学希望者への丁寧な対応

③短期入所者の継続確保を行い入居待機者とし

て繋げる

4 ② 計画更新時のモニタリングと利用者目線に立った計画

の見直し

①モニタリング、ニーズ調査の実施する。

②利用者様の普段の様子を共有する。

③利用者様の通所先、企業、事業所等との連携を

図91青報を共有する。

6 ① 各拠点における地域行事への参加 ①地域行事、防災訓練、環境整備に利用

者様と一緒に参加する。

②地域の店舗へ買い物に積極的に行く。

フ ③ 火災。地震・水書に対応した訓練の実施 ①拠点に沿つた訓練の実施

②備蓄品。備品の定期点検の実施

③職員誰でもが対応できる為のマニュアル作成

8 ④ 大岩本町光館の平準化 ①支援力の強化

②安全で過ごせる環境の提供

③法人内での1青報共有を行い平準化を目指す

★事業所としての運営方針

利用者様が安心、安全に生活できる環境を提供する。

食事。入浴・健康管理を通して生活の質を守る。

交流会の再開をそ子い、テーマを決め必要な1青率限を伝えるよう

にしていく。

利用者様との話せる時間を多く持ち、信頼関係を築く。

利用者様のライフプランに合わせ、支援できる仕組みを作る(

年齢や障害に合わせた支援を行う。

余暇活動が充実に過ごせるような計画を立て

る。

定員の確保。

年齢や障害、利用者様同士の組み合わせなお 考

え、居室の編成を検討する。

相談部署とも居室の空き状況を共有し、新規不u用

者様の確保を行う。



Casa Shimizu

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

④超過動務削′1説、休暇取得促進によるワークライ
フパランスの確保

①具体的な担当計画の作成。

②適正配置人数を把握し、超過勤務の削減をする。

③記録。日報類の変更、チェック方式への変更。

業務分掌の定期的な確認と、担当との進捗確認。研修会内で共有、確認。

1
⑤悩みを打ち明けられる関係性と風 邑しの良しⅥ金

場嘘 」設

①年二回の面談の実施。

②「伝ぇる」から「伝わつたJに意識を変更し、コ垂直ケーションエラーを防ま 職場

環境を整える。

2
④実態に則したマコ アル等の精査、改定および浸

透化

○務 J用者の生活全でにおいて、個人情報保護法に基づいた権利力ヽ α保さ

れ、人格が尊重される体制作りとして、ホール内に置いてある業務上必要な書類

類の管理、整理整頓方法を確立する。

②金銭管理は間違いが起きないよう行う声_めに管理簿を作成し、所定の場所で

施錠管理する。

誅 人に金銭開示之する際は、不特定多数に知られないよう配慮して衛 。

◎業務改香及びインガ ント発生時には、速やかに業務振り返リシートにて、改

4 0イ )テークによるニーズ
`巴

握とR説員FE弓での共有

言粟での理解ができる方と、出来ない方それそれのニース調査の方法を確立し、

本人の意思及び人格を尊重し、こ寄 J用者の立場に立つた支援を行う、適切に効

果的なサービス提供肘子えるような個別支援計画書の作成を行う。

4
Э計画更新時のモニタリングと利用者目線に立った

計画の見直し

:見状に即したアセスメントを、モニタルリ時に振り返ることが出来る仕組みよ りを

する。

4
Эご家族のしたし‖知りたし

'こ

そのままにしない体制づ
くり

0こ7(療、関係機関からの要望にR「座に対応できる体需」づくりをする。 (空き状
′兄の確認、GH入居状況の問合せ )
②個室対応がてきるため、支援度の高い方の受け入れも、対応して行く。

③知つておくべき関連法規の洗い出しと学ぶ機会の

確保

①虐待防止への取り組)として、ケーススタディを使用した分かりやすい勉強会

を、毎月の研修会内で計画的に行う。

②こ寄 」用者のアセスメントを部署内で共有し、

「

早害の特性について理解を深め

る。

③『不」用者プレゼシテーションJを研修会内で行い、障害の特性につして理解を
深める。

①法人研修、法人外研修への参加

精神障害者の方への対応を学ぶ機会として、法人タト石打修へ参加し、伝達。碕晋

を研修会内で行う。

テーム内で実践捌修をし、支援内容について共有する。

6 ①各拠点における地財 〒事への参加

年間計画に沿つて外出計画等を立て、地域に浴け込む。

地域に溶け込む。こ寄 J用者が社会の一員であることを意識し、身なりや言葉遣

い、社鎚 の育成を支援する。

7
①新型コロナウイルスやその他感染症を恐れない

体制の継続

Casa Smmttu独自にFL残染症対策副‖練を年4回実施し、非常時に備える。

フ ③欠災・地震水書に対応した訓練の実施

年 14回の防災訓練を行い、夢F常
'き

に偏える。

★事業所としての運営方針  ②

項 目 内容

ヨンプフイアシス 情報管理、金銭管理、プライパシーの保護に則つた支与震を心掛ける。

利用者の確保

経費削減
業務ノElセスが確立する例と、確立しないウ」を職員間で共有し、ま が起きても

事故に繋がらない仕組みづくりをする。

サービス技術の向上

(家族対応、苦情対応、利用者満剰宣向上、集客、定

着)

全でにおいてサービスの質の向上が求められるため、耳説員のサーピス技術を上げる

ために、法人内外の研修を充実させ、安心安全な事業所運営を行う。

超過削減

業務のIT化と、業務を見直しスマート化を行う。

支援記録システムを活用した記録管理、分析、報告の質の向上を行うことによ

り、超過削減を行う。

支援の質の向上

ot芽」用者のニーズlこ沿った、安心安全に暮らせる住環境を提供する。

②こ寄 」用者の意思及び人格を尊重し、ご利用者の立場1こ立つた支援を行い、

適切に効果的なサービス提供が行えるような個別支援計画の作成し、支援を行

③どの職員も統―した支援が提供できるようなマれ 刀レ作り G舌法)や、視覚
的なマニュアルのイ乍歳、研修会での意識の共有を行う。

Эまず、こ寄 」用者のことを知る。

蘇 J用者のセザレフブEフィー,レをフレゼ),―ションし、職員間で共有。その方らしい

生き方がてきるように支援する。

避過肖J減 ①業務の
「
町ヒと、業務を見直しスマートイしを考子う。

②支援記録システムを活用した記録管理、分析、報告の質の向上を行うことに

より、超過削減を行う。

支援の質の向上 ①こ寄」用者のニーズlれわた、安心安全に暮らせる住I環境を提供する。

②夢 J用者の意思及び人格を尊重し、こ寄 J用者の立場に立つた支援を行い、

適切に効果的なサービス提供力髯子えるような個別支援計画の作成し、支援を行

③どのl説員も続―した支援が提供できるようなマHアル作り (話法)や、視覚
的なマれ ア)レの作成、研修会での意識の共有を行う。

④まiご利用者のことを知る。
し寄じ用者のセルフプロフィールをブレゼ≫テーションし、職員問て共有。その方らしい

生き方がてきるように支

`震

する。



安倍野工房

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

1 ⑤ 超過勤務削減、休暇取得促進によるワークライフパランスの確保

ほのぼの内で処理出来るものは可能な限りほのぼのに移行し

業務のスリム化を行う。 (目標超過月30時間/人以下)

② 実態に即したマニュアル等の精査、改定および浸透化

全職員がほのぼので業務を行えるようマニユ刀♭を整備する。

(全職員3名 )

④ 就労系サービスの工賃確保と通所・入所系サービスの質の向上

衛生用品を主とした販売を行い、新たな収益の基盤づくりを行

う。 (売上実績目標5万円/月 )

★事業F研として 営方針  ②

① 夢 u用者が楽しく通所出来る事業所にする。

② ご不U用者の成長につながるサービスの提供を行う。

③ 社会貢献出来る事業所を目指す。



けやきワークセンター・ヴェルデあべの。ルシガ

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

1 ⑤ 悩みを打ち明けられる関係‖生コ軋通しの良し劇職場の倉」設
毎日の業務報告の確実な実施と、出退動時の声掛け実施などによる職員間

コミュニケーションの強化。やむを得ない事情を除く離職率00/oを目指す。

3 ③ 利用待機者の確保
LITALICO事業所ナビ等、インターネット上における広報活動の強化。年間
利用者確保数8名を目指す。

4 ④ 稼 族のしたいタロリたいをそのままにしない体常」づくり
モニタリング時におけるご家族へのヒアリングを実施及び、不」用者様へのニーズ

調査の強化。苦情受付00/0を目指す。

★事業所としての運営方針  ②

支援の質向上 (福祉職員として)

1片修 雲 T'lZ三遅 吾再雪 、惰 平板(メ

'夭
伺 乞運 し t,早吾 T守

II王
(メ,ユ里周年定床 める。 (牛4

回実施 )

また、サービス・接客業であることの意識共有を図る。敬言吾で接する、を基本徹
席 甘ス

支援の質向上 (就労移行、就労継続支援職員として)
就労アセスメント技法の研修実施、着眼点のマニュ刀レ共有、LITALICOマ

ニュ刀レも活用した支援技術の標準化と底上ιザを図る。

職員育成

就労定着支援員の育成。傾聴技術を高めるため、三―え調査時。モニタリング

時に同席してもらう、受容と共感の大切さを学んでもらう。 (就労定着支援員

1名育成)



★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

4 ① インテークによるニーズ把握と職員間での共有

郡会・研修会にて、相談技術向上のための研修を継続

し、社会資源の情報や手続き等の相談事項をミーテイン

グの機会に職員間で共有していく。また、新六見本目談者や

困難事イタ」のアセスメントも取り入れていく。

5 ③ 知っておくべき関連法規の洗い出しと学ぶ機会の確保
音B会・研修会の機会に、法律改正や報酬改定などの

テーマを取り上げ、吉B内で周知をしていく。

6 ③ 他の法人および団体との連携強化と一体感の醸成

普段の相談支援の場面や相談支援専門員の連絡調

整会議、自立支援協議会の場で、各団体や関係機関

との連携強化を図り、地域課題の提言等を行つていく。

★事業所としての運営方針  ②

1 数値目標の達成。委託事業の計画的実施

・障害児等療育支援事業を含め静岡市とす‖根本町の

委託相談と高次脳機能障害普及支援事業につして、

それぞれの委託事業言十画をもとに、委託されている内容

を計画的に実施していく。

・ケース会議や困難事例の対応、地域の支援機関との

連携、助言、研修会開催など、数値目標の達成のため

に計画的に実施する。

2 計画相談事務フォローの体制確立

・計画相談業務の効率化と質を担保するために、フォ

ローの体怖」をさらに3虫化していく。ミーティングの際に、1犬

況を確認し、変更の必要性があればその都度検討し、

より効率化を目指す。

3 質の高い相談支援の実施

。普段の支援を言語化し、アプローチ方法を明確し、根

拠のある実践を目子旨す。

・毎月の相談部会で、その月の支援についての振り返り

を実施する。

・週1回のミーテイングを活用し、社会資源・支援方法の

共有や新規相談・困難事例のアセスメントを実施する。

・個別避難計画策定への取り組みを進めていく。

4 地域の相談支援の体制づくりを担う

・地域支援体制づくりのための研修会や連絡会議の開

催
。地域課題の抽出に向けて、普段の実践から地域支援

の視点をす寺つ。

・地域課題の解決に向けて、地域自立支援協議会に

積極的に参画し、地域の支援体制づくり(こついての提言

をイ子う。



障害者就業・生活支援センターさつき

★法人事業計画から特に大切 :こしたいこと

項 目 計 画 具体策

4 ① 委託事業の目標数値に対する職員の意識管理向上。

毎月初めのミーティングにおいて、相談件数・就職

件数・職業訓練。企業実習あつせん件数を把握

し、日標値達成を目指す。

令和6年度計画目標

雇用安定等事業

年間相談件数 3000件

企業相談件数 1000件

訓練。実習あつせん件数 40件

就職件数 40件

生活支援等事業

年間相談件数 1000件

就労移行等連携調整事業

年間アセスメント件数 50件

4 ②

インテークと就労アセスメント実施による三―ズ把握と職員間にお

ける支援方針の共有。

新規利用者の支援開始時に、就労準備性の確

認をイ〒い、さつき職員間ミーティングで支援方向性

等を共有する。

5 ①

相談員の支援技術向上のため、法人研修、法人外研修への参

カロ。

法人外研修への参加とフィーW慟ク研修を開催す
る。 (相談部門研修会、さつき職員間ミーティン

グ)

6 ①

静岡市自立支援協議会を中心とした地域の就労支援機関との

連携づくりへの参画。

就労支援機関の会議・行事に参加し、交流叫青

報共有を行い、地域就労支援ネットワークを構築

する。

☆事業所としての運営方針  ②

4 支援の質向上

障害者雇用促進法の定めるところにより、障害者就業・生渚支援センターの各事業ごとの委

託要糸岡を遵守し、利用者の三―

'蒋

巴握・利用者に支援方向性の了承を得た支援に努め、日

標数値の達成をはかる。

5 職員育成
円滑な就労支援を行うことができるように、法人研修、法人外研修への参加機会の確保と

フィーW慟ク研修を開催し、職員一人ひとりの支援技術の向上をはかる。

6
地域とのつながり。広

幸限
障害者雇用推進のため、就労支援の基幹センターとして、企業や就労支援機関とのネットワー



ヴィヴァーチェあしくぼ

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

3 ③ 利用待機者の確保

パンフレットを作成し関係機関に持参し宣伝し

ていく。また、法人内の相談部署との運携を深

めていく。

4 ③
就労系サービスの工賃確保と通所。入所系サービスの質の

向上

運動支J度の充芙を図る。園困のみなう了園ダト

歩行を実施していく。

作物づくりを行う。

日 抹璽T督 「■,q∩∩田 )'すス⌒

6 ① 各拠点における地域行事への参加
地域の方との七夕祭りを復活させることで事業

所を知つて貰う機会にする。

フ ④ 防災備蓄品、発電機等の定期点検の実施 備蓄の見直し、装備の見直しを実施していく。

★事業所としての運営方針  ②

① 入浴支援の充実を図る
マニユアルの見直しと毎日、決められた人数を

入れていく。

④ お楽しみ外出の実施 中止となつているお楽しみ外出を実施していく。

⑥ 敷地を活かした作物づくり

今までに足久保地区朝市の方との交流があり

販売会等は一緒に参加しています。農業のノ

ウ八ウを教えて頂き作物づくりを実施していく。



フォルテあしくぼ

★法人事業計画から特に大切にしたいこと

項 目 計 画 具体策

1 ③ 利用待機者の確保

パンフレットを作成し関係機関に持参し宣伝し

ていく。また、法人内の相談部署との連携を深

めていく。

2 ③
就労系サービスの工賃確保と通所。入所系サービスの質の

向上

現在はチャオちゅ―るの袋言吉め作業が主な軽

作業となつている肘可種類か作業を増やすこと

で利用者さんに合つた作業の提供が出来るよ

うになる。

目標工賃は30′ 000円とする。

年 2回の保護者参観会の実施

3 ① 各拠点における地域行事への参加
地域の方との七夕祭りを復活させることで事業

所を知って賞う機会にする。

4 ④ 防災備畜品、発電機等の定期点検の実施 偏蓄の見直し、装備の見直しを実施していく。

★事業所としての運営方針  ②

① ふじのくにソーシャルゲッズ。コンテストの出展と入賞

・ヌガティーヌやレモンケーキの出品。
・10月のコンクー)Иこ向け4月より他の商品の

アイディアを出していき製品化を進めると共に

ラッピングの工夫をしていく。

④ お楽しみ外出の実施 中止となつているお楽しみタト出を実施していく。



LavoroMizuho

★法人事業計画から特に大切 I正したいこと

項 目 計 画 具体策

3 ③ 利用者の増員
HP。パンフレット・チラシの配布・店内掲示など

PR活動の強化

② 工賃確保

洗濯業務の拡充 (クリーニング師取得(顧客

確保)・請負業務。自主製品の製作、販売

③ 支援の質の向上

内部・タト部の研修を積極的に受講

事業所内ミーテイング実κ

④ 職場の環境作り

担当業務の見直し・提案の検討・言十画に沿つ

た取り組み・ミーテイング活用

⑤ 利用者のステツ充砂プ子夫助
得意な作業の選定。目標設定 (スモールス

テップl

⑥ 地域と共生
町内会加入。イベントの参加

・Threeご利用のお客様とのコミュニケーション

★事業所として 運 営方針  ②

① 利用者と会話を豊富にする
(

② 質の良いサービスの提供

③ スモールステップを取り入れ利用者の可能‖生を見つける

④ 工賃につながることを積極的に取り組む

⑤ 職員間での情報共有。目標意識の構築



★
甲

項 目 計 画 具体策

2 ④ 実態に即したマニュアル等の精査、改訂および浸透化

①利用者に不安を与えない、親切丁寧な支

援をする。

②業務マニュアル。計画を立て、業務を平楽化
する。

4 ⑤ あらゆる場面で法人の顔になることに対する意識の向上

①l固々のサービスの質の向上を目孝旨す

②ビジネスマナーの習得、研修の参カロをする

6 ⑤ SNSを活用した日々の取り組みの公開

①部署註 の有効なSNSの活用
②毎月10日、20日の更新

★事業所としての運営方針  ②

・利用稼働率に即した適正人員配置の見直しとターゲットを絞った採

用⇒
毎月の実態振り返りとメリ八りのある採用活動

の実施

・サービスごとの予実管理と早期黒字化に向けたアクション⇒
毎月の実績の共有と分析力向上のための勉

強会開催

・「職員標語第一」を基本とした支援の徹底⇒
考えるだけでなく、感じとる支援技術の習得。
「気づき」と「共感」

・地域、商店街と共生できるサービスの分析と実施⇒ 地域交流の中からニーズを見出す視点の強化

・SNSを活用した日々の変化、取り組みの発信⇒ 週 1回以上の更新



☆法人事業計画から特に大切にしたいこと

明光学館大学

入所利用者を継続確保し、入居待機者として繋院 。緊急一時保護やゲ)レープ′■、一ム体験

、家族から離れての外泊利用など、カレープ′■、一ムが満床であっても、空床力kきた時に、すぐ
エントリーを取り、将来のグループ′■、一ム利用に繋げ〔いく。

項 目 計 画 具体策

1
採用

離職防

止

②計画更新時のモニタリングと利用者目線に立った計画の

見直し

①具体的な担当計画の作成。

②適正配置人安文を把握し、超過勤務の削減をする。

③記録。日報類の変更、チェック方式への変更。

業務分掌の定期的な確認と、担当との進捗確認。研修会内で共有、確認。

1
止

採用

離職防
⑤悩みを打ち明けられる関係性と風通しの良い職場の創

154

①年二回の面談の実施。

②「伝える」から「伝わった」に意識を変更し、コミュニケーシ]ンエラーを防ま 職場環境を整える。

2

イ且 織 ・

管理体

制・法

劇 1贋守

④実態IE則したマニユアル等の精査、改定および浸透化

①寄 u用者の生活全てにおいて、個人情報保護法に基づいた権利が確保され、人格が尊重され

る体制作りとして、ホール内に置してある業務上必要な書類類の管理、整理整頓方法を確立す

る。

②金銭管理は間違しげ起きないよう行うために管理簿を作成し、所定の場所で施錠管理する。

鉢 人に金銭開示をする際は、不特定多数に知られないよう配慮して行う。

③業務改善及びインシデント発生時に1よ、速やかに業務振り返リシートl[て、改善策を立て、周

知イ説底する。

3
予実分

析・経

資削減

③利用待機者確保

4
支援の

質向上
①インテークによるニーズ把握と職員間での共有

言葉での理解力(きる方と、出来ない方それ前 のニーズ調査の方法を確立し、本人の意思及び
人格を尊重し、夢 u用者の立場に立った支援を行う、適切に効果的なサービス提供力壻 えるよう

な個別支援計画書の作成を行う。

4
支援の

質向上

②計画更新時のモニタリングと利用者目線に立った計画の

見直し

現状1こ即したアセスメントを、モニタリンゲ時に振り返ることが出来る仕組みづくりをする。

4
支援の

質向上

③就労系サービスの工賃確保と通所・入所系サービスの

質の向上

①支援の平準化を目指すために、全ての働く人が見て分かる、分かりやすいマニュ刀レ作りを進め

る。

②献立表の掲示。 (毎月)

リクエストメニューのアンケート実施 (年 1回、各フロアーごと)

③心身の状況の把握と健康管理を医師、看護師と相談しながら努める。

4
支援の

質向上
④ご家族のしたい矢日りたいをそのままにしない体制づくり

①ご家族、関係機関からの要望に即座に対応できる体制づくりをする。 (空き状況の確認、GH
入居状況の問合せ)

②個室対応力(きるため、支援度の高い方の受け入れも、対応して行く。

5
職員育

成
③知っておくべき関連法規の洗い出しと学ぶ機会の確保

③虐待防止への取り組みとして、ケーススタディを使用した分かりやすい勉強会を、毎月の研修会

内で計画的に行う。

②寄 u用者のアセスメントを部署内で共有し、障害の特性について理解を深める。

③「不u用者プレゼンテーション」を研修会内で行い、障害の特性について理解を深める。

5 ①法人研修、法人外研修への参加

精神障害者の方への対応を学ぶ機会として、法人外研修へ参加し、伝達講習を研修会内で行

チーム内で実践研修をし、支援内容につして共有する。
成

6
哩

のつな

がり。広

報

①各拠点における地域行事への参加

年間計画に沿つて外出計画等を立て、地域1こ ,容け込む。

l也域に,容け込む。夢 u用者が社会の一員であることを意識し、身なりや言葉遣い、社会性の育成

を支援する。

7
慰梁

症・防

チ郎・B青

①新型コ回ナウイ)レスやその他感染症を恐れない体制の

継続

明光学館大学独自に感染症対策訓練を年4回実施し、非常時に備える。

7
慰梁

症・防
③火災・地震・水害に対応した訓練の実施 年14回の防災訓練を行い、非常時に備える。



★事業所としての運営方針  ②
項 目 内容

コンプライアンス 情報管理、金銭管理、女ガパシーの保護に則つた支援を心掛ける。

サービスの質の向上

利用者の確保

経賣削減

職員育成

業務プ!コセスが確立する例と、確立しなしやUを職員間で共有し、ヽ Kが起きても事故に緊がらない

仕組みづくりをする。

サービス技術の向上

(家族対応、苦情対応、利用者満足度向上、集客、定着)

全て1こおいてサービスの質の向上が求められるため、職員のサービス技術を上ιずるために、法人内

外の研修を充実させ、安心安全な事業所運営を行う。

超過削減

業務のIT化と、業務を見直しスマート化を行う。

支援記録システムを活用した記録管理、分析、報告の質の向上を行うことにより、招i局削減を行

う。

支援の質の向上

①寄 u用者のニーズlE沿つた、安心安全に暮らせる住環境を提供する。

②夢り用者の意思及び人格を尊重し、こ寄 U用者の立場に立つた支援を行い、適切に効果的な
サービス提供力埼えるような個別支援計画の作成し、支援を行う。

③どの職員も統一した支援が提供できるようなマニュ刀レイ乍り (話法)や、視覚的なマニユ刀レの
作成、研修会での意識の共有を行う。

④まず、c寄u用者のことを知る。

夢 U用者のセルフプElフイールをプレゼンテーシ]ンし、職員間で共有。その方らしい生き方がていきるよ
うに支援する。



効果を見たい。

・ご家族との情報共有に努める。モニタリング時の聞き取りに同席等を工夫する。

.厳 田 1∩ _1氏 童 蓬 イ狛三堂 r住卦 お 警 → 堂 毯  ヽ.訃 善 帝 善 女日郭 当 】ヤ盛の ■ Йミ 襴 Rrせ 、可

・ 3か年計画で考えている事 :R6を 強化して想定している。

人材育成 :受容・共感・評価シートの内容の工夫。外部研修の受講。

予算要望 :けやき訓練室のエアコンの入れ替え、高圧洗浄機

訓練内容 :実際に面接で何を訓練してきたと自信を持つて言えるようにしていきたい。

(求人票では、清掃や洗車が多い)

追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと工賃支払いについ

て (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R6.2.21(水 )n:o5-11:20 さつき 市川相談員・石田主任 。飯塚友
・R5振 り返り 就職 40件は未達。コロナ時よりは増えてくる。
。人材育成 :新 しい方も増えるので、 ミーテングで相談しやすい環境づくり。
・就労選択支援の新サービス (就労移行支援で行つていた就 Bアセスの部分現 1週間→

1か月)

。求人 :週 30時間以上で、相談業務。車の運転、記録入力等の事務作業。
,法人の障害者雇用の方ではなく、利用者全員への、合理的的配慮をどう対応するか。ま

ずは、面談。(四っていること→配慮事項の書面交付)面談・書面交付は義務化ではない。

R6.4に合わせて行うわけでなく、モニタリング時に困っている事がないかを確認し、も

しあつた場合は、言った言わないを防ぐために書面交付が望ましい。

事業計画会議 議事録
R62.21(水 )11:2011:55 サポートセンターコンパス北斗 石田主任・飯塚友
・R5振 り返り 外部講師を迎えた療育等支援事業の実施。質の向上で、MTG、 個別ケ
ース、部会のテーマ、業務の効率化が随時できていた。

・求人 :①鈴木さん 息子さんがGH利用を検討されている。時間数等が増えるかもしれ
ない。②,II根本町の委託 :求人を出すか。

追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力 (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R6.221(水 )13:0013:31 ヴィブァーチェあしくば 梅下所長・望月所長・飯塚友
・R5振 り返り 工賃目標 2,500/月 が実績は、2,700円 /月ができた。入浴支援もGHの方
は毎日、在宅の方 (週 1・ 5名 )の方から増やしてほしいという要望があるので、応えて

いきたいと思います。お楽しみ会の実施ができた。日帰りで県内でできると良いなと思っ

ています。クラブ活動も毎月実施できて、喜んで参加されている。愛護ギャラリーヘの計

画的参画ができている。

・ヴィブァーチェあしくぼは、定員まで2名 となった。設楽さん :モニタリングで明日お

母様と面談。声澤さん :今後モニタリングで確認する予定。(送迎も家の前にするなど工

夫はしていた。)

・農業に取り組みたい。ビニールハウスの構想は2,000万円くらいの規模であつた。最初

は、芝生の部分の上の入れ替えをして、ファミィーユの裏のような畑のようにしたいと考

えている。

・人材育成 :不適切な支援が起きているので、身近な存在から注意喚起ができるようにし

ないといけない。ワークシートを用意して、GWを行うのはどうか。①虐待研修を受講し
て、自分たちの支援で不適切な支援、虐待にある支援があるのかないのか。②③があると

するとなぜ起きるのか。

③ どうすれば良いのか。風岡さんがお休みの理由は職員はわかつている。

→研修会で行います。

・予算計上 :報酬改定により、時間数による単位数が変わるので、開始時間、終了時間の

正確さが必要になる。

事業計画会議 議事録
R6.2.21(水 )13:32-14:00 フォルテあしくば 梅下所長・飯塚友
・R5振り返り 工賃目標 30,000円 /月 、1月現在 25,870円 /月 で未達。報酬は維持予定。
焼き菓子販売が維持できなかつた。

・絵画教室に参加しているので、愛護ギャラリー展に出展できるように工夫します。

・販売は、わ・ハハやオールしずおかからのイベント案内で対応できている。実績に応じ

て、今後の出展を考えていきたい。

・福産品応募にR6はチャレンジします。

・サビ管の業務について、後見人へ郵送するのが、滞つている。→毎月の利用者請求にタ

イミングを合わせるようにする。誕生月は面談を実施している。

・追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと工賃支払いにつ

いて (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R6.2.26(月 )13:3913:50 健康づくり推進センター 望月看護師・飯塚友
。人員補強。

・通院対応を各部署で行い、医療クアのある方の白岩さん、久保田さん、高松さんなどの

利用者へのカンファレンスが定期的にできると良い。

・マニュアルがほばないので、少しずつ作成出来たらよい。

・滅歯機 (現物が古い・歯科検診時のみ使用)が必要かと思つたが、歯科検診がなくなっ

たので、不要かと思われる。

・ 3月 の金山看護師への引継ぎ (スケジュールを早く出す):往診後の薬変更・検診関係
の準備連絡

事業計画会議 議事録



事業計画会議 議事録
R6.2.8(本)16:0017!00 安倍野工房 演田サビ管・飯塚友
。3か年計画の見直し

定員確保=相談部署との連携により増員する。

人材育成二部会研修会での仕掛け :安倍野の読み直しなどして、理念共有を図つた。今後

も職員で情報を共有し、対応していく。

質の向上=客観的評価の向上をあげるために、利用者満足度調査、実地指導等の評価を受

けて、課題′点を改善していく。

工賃向上=法人委託業務の継統、優先調達 (児相は行いたい)により目標額が変わる見込

みがある。

・事業所別目標

① 超過削減=業務のスリム化 (支援記録は、ほのぼの入力)

② マニュアルの精査

③ 工賃向上=衛生用品の法人への販売を開始し、工賃目標 35,000円 を2年先の目標と

して行えたらと考えている。

追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと工賃支払いについ

て (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R62.13(火 )10:00-10:25 CasaShinizu 望月所長・飯塚友

・振り返りの記入場所がわからず、入力できなかつた。

・事業計画のポイントは3つとなつたが、重要な部分もあり、絞れないことがあった。

・福祉避難所の指定について要確認。

・更新、モニタリングは順調にできているが、アセスメントは実施できていない課題。統

括サービス管理責任者等を含めた協議の場を設けることが課題

・超過削減について、平均20時間位の実績。面談の実施ができきらない。夜専の退職が

続き、超過が継続してしまう懸念。

・ハラスメントについて、伝えた→伝わったに変えるようにと研修で伝えている。

・マニュアル作成が進んでいません。細かな部分が不足している。

・中長期視点での見通し:人材育成=実践研修を多くする。利用者満足度調査=改善でき

たこと、改善できないこと (食事が冷めてしまう・職員が忙しすぎて話を聞いてくれな

い。日調がきつい)が見えてきたので、注意する。

建物 6F腐食等の指摘=工事予定。
・R5取 り組みの良かつたこと:待機者の確保 (エ ントリーは男性 3名 (タト部 2、 内部 1)

女性 (外部 1、 内部 2))、 清水区 GH連絡会の参加、献立の毎月の掲示 (行事食を含め

て)、 通院先を清水区に変更した。 (移動距離の短縮につながった)コ ロナ感染症訓練年

4回・地震・火災訓練を年 14回実施できました。超過削減に駁り組めました。

追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力について (2月 中に提出)を依頼す

る。

事業計画会議 議事録
R6.2.13(火 )10125-■ :00 ファミィーユさんあい 吉澤主任・渡逃サビ管・望月所長
飯塚友

・所長の理事長先生より:交流会の実施、旅行の実施を進めるよう指示。

・大岩地区は地域との関わりがあるが慈悲尾も日を決めて掃除をするなど検討する。

・4棟の改修 (感染症時の隔離には活用している。)長期的計画については、全体的な検

討を要する。 1棟乾ナ郎美など・

・利用者の年齢による施設移行や後見人申請も計画的に行えると良い。

・職員確保についても、職員で働きやすい環境設定を考えられるように面談等をしてい

ます。

・利用者の話を計画的に行えるように、渡逃サビ管がお母様の介護等がない日に行えて

います。 (ニーズ調査の対応、モニタリングの実施、書類整備)

・通院の増加 (高齢化に伴い増えている)

。大岩の家賃を検討し、入居しやすくすることも考えていく。

・超過について、遅出職員述就寝葉つ対応があ塔建了発生する。来年度、早遅勤務に入ら

ないと組めない。

・事業計画の資料作成と追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力について (2

月中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R6.2.13(火 )11:00■ :28 LavoroMizuho 巻本サビ管 。飯塚友
・利用者確保、職場環境等の重点目標が挙げられる。

・ぴあ～会議については、焼き菓子等の製造を行っており、現在は 10分程度重要事項を

お伝えしている。今後、焼き菓子を谷口さんの娘さんが対応してくれれば、会議再開も考

えられる。

・近藤さん :賃金の計算方法等への問い合わせがある。駐車場の契約についても、継続課

題、また巻本さんが今後ラブォーロヘの動務となると駐車場の問題が発生するので、近藤

社労士に確認した方が良い。

追力口資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと工賃支払いについ

て (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R62.21(水 )10:00-10:41 けやきワークセンター 梶山主任・飯塚友
・職員の離職防止に努める。コミュケーションを取れる場面が実際は少ないので、業務報

告の徹底、始業時・終業時の声掛けを自ら行動で示しながら行う。

・利用者確保については、R6:8名 確保するのが目標。ツタリコ募集 3/1か ら実施し、



R6.2.26(月 )14:0314:14 事務局 吉澤事務主任・望月 SL・ 飯塚小 SL・ 飯塚友
・新卒の採用、接客について法人の顔として行う、請求要件 (サビ管・請求担当)

・数値化の意識向上、情報発信の強化

・中長期の部分 :和〕用者定員の確保、職員の適正配置、超過の定期的な MTC、 キャリアア

ップのテーム作り、期限の管理 (マニュアル作成)、 予算要望 (管財課、設備補修の計上)

事業計画会議 議事録
R62.29(木 )13:3013:50 ルーチェ仰陽 見崎所長・富田所長・飯塚友
・利用者支援の質を下げない。環境整備に力を入れたい。

・研修会の時間をチーム支援の計画を策定する実務の時間に充てる。

・遅 Hの仕事がより緊張感のある業務になるので、少しパートとの業務配分をするよう

にする。=マニュアルの平準化が急務。

・風通しの良い職場の創設。コミュニケーションエラーが多いので、改善を図る。

・中長期の部分 :1日 1名 の利用を目標にする。個室化が今後はニーズになるのでは。

人材育成 :パートが増えて活躍してもらうことになる。職員のスキルが明確になるものが

必要。フィートバックのスキル向上を目指す研修促進。介護技術の習得。

・予算要望 :食堂の TヽユをYoutube導入。上履きの補充。男子棟芙令茶の部屋の前の戸設置、

女子棟の人口 (把握のスペースの拡大)、 食堂にあるカラオケ機器の撤去。

R7:静養室に乗降式のベット。

・追加資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと正賃支払いにつ

いて (2月 中に提出)を依頼する。

事業計画会議 議事録
R6.229(本 )13:50-13:55 安倍学園 見崎所長・富田所長・飯塚友
・内容は、ルーチェ仰陽と同様。

・安倍学園は2名新卒を大事に。メンターの設定をどうするか。

事業計画会議 議事録
R6229(木 )13:5514:50 レキシア鷹匠 見崎所長・富田所長・飯塚友
。新規のご利用者及び職員への丁寧な支援を目標。 (人員の定着不足)

・週案と当日計画案が必要。誰でも立てるようにする。間違いを気付けるようにする。

・常勤職員のスキル向上。 (パートとの区別化)

・職員に付けたいスキルの段階の持たせ方。→研修計画に入れる。

・みはらしの丘、インマヌエル :業務報告に「ほっこり」「にっこり」報告

・キャリア教育・ノンキャリア教育の区別

'S雨 の発信 :レキシアのインスタを毎週発信。10日・20日 発信。ショート動画を作る。

・追力口資料として、上記目標達成の年間計画への入力、作業収入見込みと工賃支払いにつ

いて (2月 中に提出)を依頼する。

草野・谷日和 (巻本)

谷口さ

富田・山下・高木

望月志

高橋

店舗

ルチア

チッタ・ラノくン

カルチャーセンター

明光学館大學

2Fト ロフ

事務局

lF

2F

3F

4F

5F

6F

予算まとめ

金額内容

R6年、修繕費・設備更新の予算計上。

中長期更新計画 (エアコン・LED)
調理作業台

(引 き出し破損のため)

・DDが未設置の居室に設置を希亀
・タブレットの購入 (使い方を学ぶ)

。薄型マントレス等寝具の新調。

・カラー別パズルマット (児童の居場所作り)、 さ

ぶとん

・収納ケース (3段 ラック4ケ)(5段ランク 1ケ )
・浴室壁の塗り替え (カ ビ)

・静養室未使用棚の撤去

・一時保護児童用上靴、男女衣類等の準備 (幼児・

S,M・ L)

・廊下腰掛買い替え

・食堂にYouTubeが視聴できるテレビの設置 (季節

の歌や室内運動、日腔体操が視聴でき、活動に取り

入れられる)

・布団・薄型マントレス等寝具の新調。

・上履きを一人 2足～3足用意し、毎週洗濯をして

生活な物を使用する。 (個々の利用者にあった履き

部署

法人本部

調理

安倍学園



防災用品

国旗/会旗のボード作成

→飯田旗店様

採用

。自立訓練支援員

・学童支援員

・生活介護支援員

(送迎業務も担える方)

やすい物を用意)

。男子棟、女子棟、それぞれの空間で過ごすことが

できるよう格子状の扉の設置。

・食堂の現在使用していないカラオケなどの機材

の撤去

建物の点検で指摘のあった個所の改修工事。

①けやき訓練室のエアコン買い替え(電気代削減に

も繋がる)

②高圧洗浄機 (洗車作業などに使用予定)

記録システムのスマー トフォンやタル ット端末

への導入費用

防災用品

野菜栽培に伴う経費加湿器

防災用品(備蓄品)

CasaShimizu

けやきワークセ

ンター

北斗

ブィブァーチェ

あしくば

フォルテあしく

ば

レキシア鷹匠


